








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番号 名称 数量 法量（cm） 添え状など
14 菊花紋散蒔絵文台 1 幅 61.1 ×奥行 35.2 ×高 12.2








16 菊花紋吉野山蒔絵料紙箱 1 43.9 × 35.7 × 15.3
目録「御紋付蒔絵料紙文庫硯箱　一組」
身の内底面にシール「第二八〇」
札　表「大正天皇御下賜 /御紋章入御料紙箱 /同　硯箱」　裏「今上陛下御下賜 /御
紋章入御料紙箱 /同　御硯箱」
外箱蓋表面にシール「第二八〇」「５」
17 菊花紋吉野山蒔絵硯箱 1 26.3 × 23.5 × 5.7 蓋の表面にシール「第二七九」
19 菊花紋菊枝蒔絵手箱 1 25.8 × 21.8 × 13.0




20 草花蒔絵箱 1 20.0 × 15.4 × 8.0 外箱上面にS３３のシール添付。側面に、「第一〇三号、蒔絵草花模様御下賜品」のシール添付。「御賜蒔絵箱」の墨書あり。





大　径 14.0 ×高 4.2
中　径 12.6 ×高 4.0








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































明治 43 年 京城 韓国
明治 44 年





6月 20 日 釜山発
7月 13 日 参内皇后へ朝鮮事情奏上 日本













9月 13 日 釜山より帰国 日本







6月 6日 馬関発 韓国







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































名称 年度 起案番号 製作請負人 制作者 価格 備考
梨子地御紋散シ蒔絵書棚 大正 2年 12 林九兵衛 赤塚自得 4500 円
梨子地御紋散シ蒔絵書棚 大正 2年 12 漆工合資会社社長　荒木真弓 保井抱中 2800 円
黒蝋色地御紋散シ蒔絵書棚 大正 2年 12 漆工合資会社社長　荒木真弓 保井抱中 4330 円
黒蝋色地御紋散シ蒔絵書棚 大正 2年 12 林九兵衛 赤塚自得 2700 円












御紋付金地多摩川ノ図蒔絵文台硯箱 大正 6年 5 漆工合資会社社長　荒木真弓 船橋舟珉 1535 円
御紋付焼石目金地芍薬ニ連翹蒔絵料紙文庫硯箱 大正 6年 5 林九兵衛 赤塚自得 1940 円
御紋章付菊図料紙文庫硯箱 大正 6年 5 京都奨美会　雨森菊太郎 迎田秋悦 1300 円
御紋付金地四季草花蒔絵手箱草花蒔絵料紙文庫
硯箱 大正 6年 5 三上治三郎
迎田秋悦→
戸嶌光孚　 2000 円 制作者変更
御紋付金地老松ニ紅葉図蒔絵文台硯箱 大正 6年 5 三上治三郎 戸嶌光孚　 1500 円
御紋付須磨明石蒔絵料紙文庫硯箱 大正 6年 11 小林藤右衛門 保井抱中 2250 円
梨子地御紋散手箱 大正 6年 14 小林藤右衛門 保井抱中 400 円
梨子地御紋散文台硯箱 大正 6年 17 林九兵衛 赤塚自得 1000 円
梨子地御紋散文台硯箱 大正 6年 17 精工舎　岸光景 植松弥太郎 1000 円
御紋付柏ニ菊花蒔絵手箱 大正 6年 19 林九兵衛 赤塚自得 630 円
御紋付金地水仙蒔絵手箱 大正 6年 20 西村彦兵衛 戸嶌光孚　 470 円
御紋付金地藤蒔絵手箱 大正 6年 20 稲垣和三郎 迎田秋悦 500 円
御紋付金地茗花ノ図蒔絵手箱 大正 6年 21 漆工合資会社社長　荒木真弓 川之辺一朝 650 円
御紋付金地菊竹蒔絵手箱 大正 6年 22 三上治三郎 木村秀雄 550 円
御紋散梨子地手箱 大正 6年 23 京都奨美会　雨森菊太郎 江馬長閑 400 円
御紋付梨子地見返水車秋景蒔絵箱 大正 6年 34 小林藤右衛門 保井抱中 500 円
御紋付荒磯蒔絵文台硯箱 大正 7年 5 三上治三郎 戸嶌光孚 1485 円
御紋付山海蒔絵提箪笥 大正 7年 6 黒江漆器店 船橋舟珉 850 円
御紋付山水蒔絵手箱（保津川ノ図） 大正 7年 6 三上治三郎 戸嶌光孚 850 円
御紋付菊蒔絵提箪笥 大正 7年 6 小林藤右衛門 川之辺一朝 750 円
御紋付金地四季草花蒔絵手箱 大正 7年 8 西村彦兵衛 戸嶌光孚 650 円
御紋章付黒蝋色地蔦ニ竜胆蒔絵加伏蓋手箱 大正 8年 6 黒江漆器店　西金次郎 船橋舟珉 750 円
御紋章付多摩川之図蒔絵文台硯箱 大正 8年 7 漆工合資会社　山田僊太郎 船橋舟珉 1800 円
御紋章付保津川之図蒔絵文台硯箱 大正 8年 7 三上治三郎 戸嶌光孚 2300 円
御紋付蒔絵手箱（鉄仙ノ図） 昭和 3年 1 三上治三郎 迎田秋悦 390 円
御紋付蒔絵手箱（菊山水ノ図） 昭和 3年 1 三上治三郎 戸嶌光孚 380 円
金地蒔絵手箱（紅葉ノ図） 昭和 3年 13 京都選匠会 戸嶌光孚 980 円










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































木065-01-02, 04, 06, 10
﹈
（
21
）『
大
正
五
年　
予
備
品
録
二　
調
度
寮
』
識
別
番
号935-2
（
22
）『
大
正
四
年　
予
備
品
録
二　
調
度
寮
』
識
別
番
号934-2
（
23
）『
東
京
名
物
志
』（
公
益
社
、
明
治
三
四
年
）
（
24
）
漆
工
史
学
会
編
『
漆
工
辞
典
』（
角
川
学
芸
出
版　
二
〇
一
二
）
（
25
）
注
（
８
）
に
同
じ
（
26
） 
現
存
す
る『
調
度
寮　
予
備
品
録
』は
大
正
二
年
〜
八
年
、昭
和
三
年
、昭
和
四
年
、
昭
和
七
年
の
も
の
で
あ
る
。
（
27
）
植
松
弥
太
郎
と
は
植
松
包
美
の
こ
と
で
あ
る
。
 
明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
漆
芸
家
。
蒔
絵
師
植
松
抱
民
の
長
男
。
東
京
生
ま
れ
、
本
名
は
弥
太
郎
。
蒔
絵
を
父
抱
民
に
、
図
案
を
岸
光
景
に
学
ぶ
。
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
第
一
次
漆
工
競
技
会
・
褒
状
、
三
三
年
パ
リ
万
国
博
・「
料
紙
硯
・
手
箱
」
出
品
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
東
京
大
正
博
・
銅
牌
、
第
一
一
・
一
三
回
帝
展
・
審
査
員
な
ど
、
漆
工
界
の
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
（
28
）
明
治
時
代
の
図
案
家
。
天
保
一
〇
年
生
ま
れ
。
父
岸
雪
に
ま
な
び
、
土
佐
派
、
琳
派
な
ど
の
影
響
も
う
け
る
。
内
務
省
、
大
蔵
省
の
製
図
掛
と
な
り
、
図
案
の
改
良
に
あ
た
る
。
石
川
県
や
京
都
な
ど
の
陶
業
・
漆
業
地
で
図
案
を
指
導
し
、
香
川
県
に
工
芸
学
校
を
設
立
す
る
な
ど
、
美
術
工
芸
の
振
興
に
つ
く
し
た
。
帝
室
技
芸
員
。
大
正
一
一
年
五
月
三
日
死
去
。
（
29
）
荒
川
浩
和
監
修
『
近
代
日
本
の
漆
工
芸
』（
京
都
書
院　
一
九
八
五
）
（
30
）
注
（
８
）
中
に
、
詳
細
記
述
あ
り
。
（
31
）『
大
正
三
年　
予
備
品
録　
調
度
寮
』
識
別
番
号933-1
